（様式３－５①）立地環境への配慮　2017年度基準
環境共生住宅認定（必須要件）個別供給型・システム供給型

【立地環境への配慮】
　本書類に記名・記入戴きご提出下さい。
（様式３－５①）立地環境への配慮　2015年度基準
環境共生住宅認定（必須要件）個別供給型・システム供給型

【立地環境への配慮】

	次のとおり，環境共生住宅認定基準に適合する工事を実施します。

平成　　年　　月　　日

住宅の名称：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申請者名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


１．認定基準
	(１)雨水

・降水量や地盤等の条件に従い，地下浸透あるいは雨水の有効利用に努めること。

(２)緑被率

・植栽地を敷地面積の15%以上確保すること。そのうち2/3は緑地とすること。（緑化した屋根あるいは屋上部分の面積は緑地に含めることができる。）

狭小敷地で植栽地を15%以上確保できない場合には、それを補てんする工夫（壁面緑化等）を実施すること。

(３) 樹木

・戸建て住宅の場合、敷地内に郷土種（その土地に馴染んだ種類）の樹木を一戸当たり１本以上植えること。

・共同住宅の場合、郷土種の樹木を主体として緑化に努めること。

(４) まちなみ景観への配慮

・まちなみ景観の向上に資する工夫を、建物について１項目、建物以外の外構等について１項目以上行っていること。且つ、下記の配慮を行うこと。

－個別供給型の場合、周辺環境のまちなみ・景観上の特性を把握した上で、周辺環境に対する配慮を建築的・外構的に取り組んでいること。

－システム供給型の場合、周辺のまちなみ・景観に配慮できる外構及び建築のシステムを持っていること。



	２．計画


	次のとおり，環境共生住宅認定基準に適合する工事を実施します。

平成　　年　　月　　日

住宅の名称：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申請者名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


１．認定基準
	(１) 雨水

・降水量や地盤等の条件に従い，地下浸透あるいは雨水の有効利用に努めること。

(２) 緑被率

・20%以上の緑地面積を確保すること。（緑化した屋根あるいは屋上部分の面積は緑地に含めることができる。）

(３) 樹木

・郷土種の樹木を主体として緑化に努めること。

(４) まちなみ景観への配慮

・団地内外のまちなみ景観の向上に資する工夫を、建物について１項目、建物以外の外構等について１項目以上行っていること。

・周辺環境のまちなみ・景観上の特性を把握した上で、周辺環境に対する配慮を建築的・外構的に取り組んでいること。

	２．計画


（様式３－５）②
（様式３－２）③

